
「はじめる」から「かなえる」へ。福島県では、震災から10年を機に「ふくしまから 
はじめよう」からのバトンを渡す、スローガン「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」
を策定しました。復興に向けて歩んできた「これまで」と、新しい未来に繋げていく

「これから」と、県民のみなさんひとりひとりの「今」を重ねたメッセージです。

災害から“命”を守る

　東日本大震災、令和元年東日本台風（台風第19
号）、令和３年および令和４年の福島県沖を震源
とする地震、令和５年台風第13号に伴う大雨災害
など、本県では近年、大規模な災害が頻発してお
り、県民の命を災害から守るための取り組みの一
層の強化が求められている状況です。
　県では、これまで各種媒体による広報や日頃の
防災啓発活動などによって、県民の命を守るため
の情報を発信してきました。さらに、避難行動を
とるために必要な情報を一元的に伝達すること 
で、より迅速で適切な避難行動につなげていただ
くとともに、日頃から災害への備えに積極的に取
り組んでもらうため、令和５年度に「福島県防災
アプリ」を開発し、３月末にリリースしました。
誰でも無料でダウンロードし、利用することがで
きます。

普段も、災害時も。「福島県防災アプリ」
福島県　危機管理課

　福島県は今年３月、災害から県民の命を守るためのスマートフォン用アプリ「福島県防災ア

プリ」をリリースしました。

　さまざまな防災情報のプッシュ通知、ハザードマップの確認、自分に合った避難計画「マイ

避難シート」の作成など、普段も、災害時も役立つ機能が盛りだくさんです。

　防災アプリの機能や今後の展望をお知らせします。

検 索ホームページで詳しい情報を公開しています。

【↓】ホーム画面のイメージ。防災情報を一元的に取得できる
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多彩な機能

　「福島県防災アプリ」の最大の特長は“多彩な
機能”です。
　主な機能をご紹介します。

●防災情報のプッシュ通知
　避難情報、気象情報、避難所情報、自治体から
のお知らせなどがプッシュ通知されます。

　現在地に加え、任意で選択した３つの地域の防
災情報を受け取ることができます。

●避難所検索
　最寄りの避難所の開設状況や混雑状況を確認で
きます。ルート案内も可能です。

　通信障害などによってオフラインとなった際で
も避難所にたどり着くための「避難コンパス」機
能があります。
　また、雨量情報、河川の水位情報、道路規制情
報なども確認できます。各種ホームページを閲覧
することなく、さまざまな防災情報を一元的に取
得することができます。

●ハザードマップの確認
　洪水や土砂災害、津波などによる災害リスクを
確認することができます。複数のハザードマップ
を重ねて表示することもできます。

●マイ避難シートの作成
　家族構成や、自宅や職場の災害リスクを踏まえ
た、自分に合った避難計画「マイ避難シート」を
スマートフォン上で作成できます。

　いざという時の避難のタイミングなどをあらか
じめ考えておくことで、適切な避難行動につなが
ります。作成したマイ避難シートを家族内で共有
することができます。
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●グループ安否
　家族、友人などによるグループをあらかじめ設
定しておくことで、災害時に安否情報や位置情報
を共有することができます。

●備蓄品リスト
　家族の人数を入力すると、３日分相当の飲料や
食料、衛生用品などの量が自動計算されます。不
足品を確認する機能もあります。

●防災行政無線の音声の再生
　防災行政無線が放送されると、プッシュ通知が
届きます。音声再生ボタンを押すと、放送内容を
聞くことができます。放送を聞くことが難しい場
所にいても、スマートフォンを持っていれば情報
を入手できます。

（※防災行政無線と防災アプリを連携させた市町
村の住民のみ利用可能）

さらなる機能の充実へ

　令和５年度は、「自助」の推進に向けた機能を
先行して実装しました。令和６年度は、避難所の
受け付けをスムーズにする機能や避難者支援につ
ながる機能、県民同士の「共助」を推進する機能
などを追加する予定です。
　災害はもう「他人事」ではありません。福島県
防災アプリをダウンロードし、「自分事」として
いざという時に備えましょう。

問い合わせ先
　福島県危機管理課
　電　話：024（521）8651

検 索

ベコ太郎

すぐに
ダウンロードして
使ってみよう！
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